















































党優位制の形成に寄与している(van de Walle 2003: 313-314.)。さらに個人候補の多さ、
政党ボラティリティの高さ、強過ぎる大統領権限と弱過ぎる議会権限、国家リソースが
与党に集中していること、野党の正統性の低さなどがアフリカにおける「弱過ぎる野党











































                                                  















った(Ross 2006; Wigley and Wigley 2011)。本稿では民意の反映としてヴァンハネン指
標における包摂性（投票率）を用いることとする。 



































































 アカウンタビリティ 法の支配 汚職抑制 競争性 
アカウンタビリテ
ィ 
1.0    
法の支配 0.82*** 1.0   
汚職抑制 0.71*** 0.87*** 1.0  
政治的競争性 0.43*** 0.2*** 0.1*** 1.0 
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 ガーナは 1981 年以来ローリングス(Flight Lieutenant. Jerry John Rawlings)を頂点





(National Democratic Congress: NDC)がほぼ全ての議席を占め、事実上の一党制とな
った。 
総選挙をボイコットした野党は議場外での政治活動を活発化させ、政府に対する批判
を強めた。特に活発な活動を展開したのは最大野党の新愛国党(New Patriotic Party: 
NPP)であった。まず NPP は司法を通じた政府抑制を試みた。例えば 1993 年の NPP













政党間諮問会議での合意を受けて野党が全て参加した 1996 年 12 月の総選挙では大
統領選でローリングスが大勝したものの、議会選挙では NDC が全 200 中 133 まで議
席を減らし、実質的な複数政党制への道が開かれた。NDC は憲法改正に必要な３分の
２以上の議席を保有できなかったため、憲法改正によるローリングス三選は不可能にな
った。これによりローリングスは 1998 年 7 月に憲法の規定通り二期限りで引退するこ









反発を招き、一部の党員が国民改革党(National Reform Party: NRP)を結成して離党す
る事態となった。ローリングスの引退と NDC の内部分裂は党の結束を弱め、1998 年
からの経済状況悪化や汚職の蔓延による支持率低下も影響して、その後の政権交代に帰
結した。2000 年 12 月の大統領選では NPP のクフォー(John Agyekum Kufuor)がミル
ズを決選投票で破り、議会選挙でも NPP が 100 議席を獲得して与党となり、NDC は
92 議席に止まった。 











                                                  
2 たとえば、議員、政府高官、裁判官などの資産公開を義務付ける公職者資産公開法（Office Holders 
Assets Declaration Law）が挙げられる。 






る。」（Ghanaian Times 2001.1.5） 
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・一人当たり GDP (GDP per capita (current US$))  
出典：World Development Indicators 
・平均寿命(Life expectancy at birth, total (years)) 
    出典：World Development Indicators 
・乳幼児死亡率(Mortality rate _ neonatal) 
   出典：World Development Indicators 
・政治的競争性 
   出典：[Vanhanen 2000] 
・政治的包摂性 





   出典：[Marshall et al. 2014] 
・一人当たり援助受取額(Net ODA received per capita (current US$)) 
   出典：World Development Indicators 
・一人当たり医療支出(Health expenditure per capita, PPP (current US$)) 
出典：World Development Indicators 
・女性識字率(Literacy rate, youth female (% of females ages 15-24)) 
出典：World Development Indicators 
・ジニ係数(GINI index) 
出典：World Development Indicators 
・若年失業率(Unemployment, youth total (% of total labor force ages 15-24)) 
出典：World Development Indicators 
 
記述統計量 
変数 観察数 平均 標準偏差 最小値 最大値 
乳幼児死亡率 1214 56.59534 60.65007 1.578417 344.9 
平均寿命 2311 50.2057 8.624594 3.18277 88.11346 
一人当たり GDP 2053 1261.816 2056.324 50.04221 15798.63 
政治的競争性 2240 17.25009 21.07086 0 84.21 
政治的包摂性 2122 20.47608 17.86282 0 65.1 
政治体制 2202 -2.237057 5.950663 -10 10 
一人当たり医療支出 839 78.64678 120.5402 0 1138.238 
一人当たり援助受取額 2200 50.84419 69.89333 -11.55534 688.7694 
女性識字率 145 48.9816 24.53901 5.73528 92.25898 
ジニ係数 127 45.20228 8.618005 28.9 74.33 
若年失業率 125 39.1848 31.41521 0 100 
 
 
